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あ t さ つ′ヽ

日本パ ドミン }ン協会長

本 田 弘 敏

前回大会よりわずか 5ケ月後に第21回大会を開催することができましたことは、諸君と

共に慶賀にたえないところであります。

これ一重に関係諸氏の絶大なるものと深く故意を表します。

今やわが国のパ ドミントン界を支える力は、実業団の諸君に負うところがはなはだ大き

いのでありまして、本大会の成果はパ ドミントン愛好者が大いに注目していることと存じ

ます。

参加者 400余名一堂に会してそれぞれの技を競い合い、その結果抽出されたものがわが

国パ ドミントンの最高水準であることを想うとき、本大会の意義は誠に深いと申さねばな

りません。南国鹿児島における本大会の成功を信じ諸君の健闘を祈 ります。

昭和46年 7月 4日

挨    拶

日本実業団パ ドミントン連盟会長

米  沢 滋

第21回全日本実業団′`ドミン トン選手権大会が南国鹿児島市において開催されますこと

は、誠に欣快
'こ
堪えません。

全国各企業の職域内スポーツとしての′ヾドミントンは益々その存在価値をみとめられそ

れを通じての明朗な職場環境は経営者にも歓迎されるものとなつたのであります。

本日こ参加の諸君は職場より選ばれた優秀な方々であり、又現在の日本バ ドミントン界

の最高水準をいく競技者でもあります。本大会の盛り上りは、一に諸君のかたにかかって

いるのでありますから日頃練磨の技を競われるにあたり正々堂々実業団選手にふさわしい

ものとされることを期待するものであります。

終りに本大会準備のため並々ならぬこ努力を願いました地元関係各位に対しまして心よ

り感謝申しあげてごあいさつとします。

-1

龍事

詮■

●



b v) A 2
鹿児島県パ ドミントン協会

会 長 米 丸 芳 男

さきに 第12回全日本社会人バドミントン選手権大会をひらき、このたび、再び第21回

全日本実業団パ ドミン トン選手権大会を主管致すことは、私の無上のよろこびとするとこ

ろであ ります。当初、本大会の実施については私共弱少協会の能力でなしうるところでは

ない、という極めて悲観的判断を下したのでありますが、日本協会、日本実業団連盟の御

指導と、当鹿児島県及び鹿児島市の絶大な御協力とにより、開催の運びに至りましたこと

に対 し、深 く感謝致す者であります。

明年度の第27回 国民体育大会へ、日夜精励している本県バ ドミン トン愛好者にとりまし

ては、本大会における数々のすぐれた技術は貴重な学習の資料となるものと思います。

選手諸君、日頃の成果を十二分に発揮されるよう念じてやみません。
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祝   辞

金 丸 二 郎

全国各地から選ばれた選手のみなさんを迎え、ここに第21回全日本実業団バ ドミントン

選手権大会が、本県で開催されますことを心からお慶び申しあげます。

こ承知のように本県は、第27回国民体育大会の開催を明年に控え、競技施設の整備、選

手の育成強化等諸般の準備を進めているところであります。

このようなときに、本大会が当県で開催されますことは、国体におけるパ トミントン競

技の円滑な運営と、本県スポーツの振興を図るうえにきわめて意義のある大会であり、深

く感謝申しあげる次第であります。

選手のみなさんは、日ごろそれぞれの職場において勤務に励みながら精進をつまれ、今

日の栄をになわれたわけであります。

どうか、かねて錬磨された技と力をあますところなく発揮され、職場の声援にこたえ、

正々堂々と競技され本大会が有終の美をかざられるよう祈念し祝辞といたします。

歓 迎 の こ と ば

鹿 児 島 市 長

末 吉 利 雄

第2i回全日本実業団バ ドミントン選手権大会が本市で開催され全国各地から多数の選手

関係者をお迎えできますことは、太陽国体を来年にひかえた本県スポーツ界にとって、誠

に意義深いことであり心からお祝いと歓迎のこあいさつを申し上げます。

近年バ ドミントン競技の普及は著しく学校、職場、家庭において手軽に楽しめるスポー

ツとして愛好され国民の体力向上と、健康増進に大きな役割を果し、ますます関心が高ま

りつつあるとさ全国各地から選ばれた実業団の トッププレーヤー による本大会が盛大に行

なわれますことは、本市のパ ドミントン競技技術の向上発展のために大きく寄与するもの

と確信いたします。

どうか日頃の練習の成果を存分に発揮され大いに活躍せられますよう心から念願いたし

ます。

なお、こ来鹿を機会に太陽と緑を象徴とする南国情緒豊かなさつま路を心ゆくまでお楽

しみいたださますようお願い申し上げ歓迎のごあいさつといたします。

-3-

■
１

　

　

１

ヽ
ヽ

鰺

鹿 児 島 県 知 事

レ

ハ



全国日本実業団バドミントン選手権大会

大 会 役 員

第21 ロ

敏

勝

郎

雄

滋

敏

士
衛

寿
彦

行

二
郎
郎

男

一

兵
　
　
　
　
　
　
太

兼

正

徳

正

義

迪

哲

四

富

芳

俊

郎

雄

文

男

男

二

男

俊

吉

三

　

　

二

二

徳

文

敏

不

不

宗

文

和

勇

郎

三

二
吉

雄
健

五
男
実

十
良

押

与

鎮

　

八

二

川
倉
藤

下

井
村

河

井
木

市

朝

後
富

今
中
市
藤
荒

郎
郎
夫

一
一
翁
蔵
市
子
光
輝

太洸

三
貞

喜

喜

一
又

立

庄

景

盛

郷

関

野

部

田

島

原

　

交

原

福

須

小

日

矢

織

野

田

原

入

梶

稲

郎

治
貢

雄

門

平

右

雄

薫

郎

典

三
代

　

　

　

　

　

　

　

太

宇

喜

　

政

密

藤

庸

辰

　

英

正

崎

野

紫

口
条

森

田

野

成

村

道

地

浅

小

小

上

金

藤

天

俊

中

草

三
吉

修

進

弥

孝

七

一

一
海

昇

光

也

賢

藤

　

　

吉

義

紋

英

喬

道

　

義

卓

与

田

橋

賀

口

田
藤

鬼

末

尾

田
吉

田

竹

角

松

額

滝

和

加

九

永

中

鎌

秋

藤

遠

参

弘

正

三

利

　

・

田

原

丸

吉

沢

本

野

金

末

米
．

日本 パ ド ミン }ン 協 会 長

労   働   大   臣

鹿 児 島 県 知 事

鹿 児 島 市 長

日本実業団パ ドミントン連盟会長

日 本 パ ドミン }ン協会副会長

大会名誉会長

名 誉 願 間

願 問

大 会 会 長

大 会 副会長 田

原

友

下

本

井

田

岡

田

丸

渡

山

葉

田

田

斐

田

多

島

野

平

世

広

上

森

松

栗

新

山

村

官

米

石

白

松

山

稲

甲

加

佐

餃

中

浜

鹿児島県実業団パ ドミン }ン連盟会長

日本バ ドミントン協会頂問

源三郎

山 本 祐二郎
小 島 忠左衛門

-4



市

二

久

員

昇

益

嘉

端

井

山

川

増

丸

大  会  役
日本パ ドミントン協会理事長

日本実業団′` ドミントン連盟理事長

鷹児島県:パ ドミン }ン協会理事長

大会委 員長

大会副委員長

男

明

一
夫

弘

武

雄

一
充

房

徳

雄

夫

悟

郎

郎

雄

志

壮

夫

五

二

稔

利

鉱

保

忠

　

幸

栄

弘

隆

光

光

隆

　

小

健

忠

泰

　

藤

井

地

藤

田

藤

岡

原

飼

本

垣

見

内

木

沢

多

田

光

見

高

園

々

出

遠

菊

伊

増

後

浅

菅

小

松

板

里

竹

佐

小

内

吉

倉

新

日

浜

記

男

雄

一

二

博

積

寿

雄

作

博

司

行

寿

誠

郎

貞

郎

滋

三

豊

」
へ
ヽ

基

英

安

修

修

正

寿

　

忠

良

　

健

良

　

　

八

秀

紘

　

昌

藤

村

藤

田

引

田

島

田

木

田

村

竹

尾

田

中

本

場

吉

本

山

岡

須

伊

岡

内

吹

布

内

中

和

鈴

大

田

大

松

寺

浜

山

木

住

藤

鷺

杉

信

郎

朗

一

三

男

雄

夫

稔

一
雄

晃

修

男

春

一
男

彦

人

郎

美

・口
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
螢
一ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
´

ソ
・ν
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
ヨ
７
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
一

正

万

芳

信

一
幸

正

信

正

俊

成

　

　

多

時

謙

圭

実

隼

は

博

嵐

木

藤

元

谷

子

山

木

中

里

辺

豆

村

田

永

田

村

藤

来

口

辺

十五

並

佐

秋

神

金

穐

鈴

野

大

渡

伊

市

東

福

池

今

安

市

原

川

一
郵

武

志

次

彦

夫

二

雄

賢

庸

甫

一
夫

市

郎

市

照

勇

一
彦

清

智

　

清

彦

邦

重

昭

幸

　

　

　

順

節

角

一
寛

　

　

昌

克

場

嶋

野

利

木

本

橋

本

原

武

手

川

見

村

本

島

村

府

原

松

原

田

相

市

牧

毛

榎

山

高

青

石

桐

玉

塩

朝

吉

橋

川

仲

別

小

吉

目

-5-

大 会 委 員



総 務 委 員 長

総 務 副 委 員 長

大 会 役 員

日本実業団′`ドミントン連盟理事長

日本実業団バドミントン連盟副理事長

鹿児島県パドミントン協会常務理事

鹿児島県パ ドミントン協会理事

勇
浩 二
洋

順二郎

二
郎

一
久
人
照
　
郎

次

　

　

　

　

　

・一

益

万

鉱

嘉
隼

野
山

井

木

藤

山
来
府

宮
森

増

並

伊

丸
市
別

夫
雄

三
嵩

元
原

隈
吉

彦

一
郎

勲

一
豊

滋

太

克

遅

紘

　

孝

原
良
里

下

原

島

古

善

平

岡

本

田小
比
新

山

日

高

住

三
片

杉

藤

並

黒

横

九

郎
男

一
伊

池

目

三智
稔
栄

野
永
沼

長
末
長

田
地
本
国
永

町
音
沖
橋
深

夫

男
蔵
優
郎
生

文

忠
軍
　
三
哲
菊

元

松
村
井
元
口

岩

春
川
向
松
坂

勲

義
男
夫
稔
貫
治

友

一
哲
　
正
孝田

善

口
村
田
田
内
和

三

樋
有
川
鎌
官
西

会

式

接

受

掲

報

救

宿

係

係

係

係

係

係

係

係

場

典

待

付

示

道

護

泊

四 元   肇
中 原 美智子
川 辺 博 美
今 井 久 仁

岩元 文夫  島田

日 赤 看 護 婦

福 元 一 了

役  員

前 原 早 苗

水 間
義治

信 子
経済 大学一年生
闘児島大学一年生

小森園 正 勝
＋
又
＋
エ

士
口石

土
屁

美

郎

男

大

久

男
徳
人
記

麻

彦

博

妻

村
田
留

次
　
　
　
　
英
光
佳
　
　
　
　
石

上

新
島
徳

万

二
初

嘉

　

　

基

芳

克

厚

村
見
坂
　
　
　
　
　
郎

広
生
朗

和
　
孝
芳

子

郎

一
雄
伸

″
子
　
照

和

庸
健
和
浩
恒
米

寺勝

西
塚
谷
　
生
下
　
府

最

有
石
荒
森
国
山

　
別

幸
保
弘
友
雄
子

照
秀
辰
俊
克
代

屋
　
美

平
元
　
治
屋
頭

前
牧
榊
加
仮
谷

競 技 委 員 長

競 技 副 委 員 長

競 技  委  員

日本パ ドミントン協会常務理事 木

崎

井

山

岡
里
保

藤

田

原

正和

椎原

浜田

有村

真一

勲
正人
龍夫
鐘夫
菊森
徹

最勝寺和子

岸本 良彦
池田 謙一
市来 隼人
福森 智博
福田 文子

中 士
′い
`い

国男
義治
博次

小田原 勇
新留 利治
溜池 玲子

夫
美

一
悟

文
博
英

係

員
元
石
合
市

係

員
薗
島
田

岩
厚
落
今
　
　

古
中
前

鹿児島県パドミントン協会理事長

相 場 清 一  市 11鳥

中 島 寿 鷲  遠 井
小 寺 止 夫  堺
日本バドミントン協会常務理事

日本実業団パドミントン連盟常務理事

鹿児島県パドミントン協会常務理事

末永 孝生  島田 義治  竹原
家村 謙造  上野 享治
三善  勲  西野  壱
竹原 正和  浜田 真一
最勝寺邦子  各競技団体より
高野 徳美

審   判
審   判

尾辻 秀高
上自石 博
室井 富幸
引地 健二
線   審
線   審

各競技団体より
進   行

浦田
藤崎
茂谷

係

俊隆
諒輔
裕
誠士
浩
洋子

松窪
溜池

内倉
吉松

野間
士キ
「=,ノ」ヽ

鷺山

高島

前原

徹
玲子

定則
昌一

永悦
謙二

昌三

遥一

早苗

記   録   係

福田 文子
安藤 実彦
原口健二郎

住吉紘太郎
前野  勲
岡元 久夫
山下順二郎

中原美智子

係

係

係

ル卜

示

送

ヤシ

点

放

ご~0~

佐久間弘基

総   務   係

審   判   長
コ1 審  判 長



開  会  式
役 員 選 手 集 合

_嘔
工ヽ

(7月 5日 )

競  技

次 第

閉  会  式 (7月 9日 )
1.役 員選 手 集合

2.選 手 整 列

3.開 式 通 告

4.成 績 発 表

5.表     彰

6.閉会のあいさつ…¨大 会 会長

7.歓 送 の ことば……鹿児島市長

8.閉 式 宣 言……大会委員長

9.閉 式 通 告

10.選 手 退 場

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

返

い さ

こ と

宣

の 注

の 注

通

入

宣

掲

式

手

会

旗

開

選

開

国

優

開

勝 杯

^、
 ■
7ヽ  `′

'

告

場

言……大会委員長

場

還

つ……大 会 会 長

ば¨̈ 鹿̈児島市長

誓

意……競技委員長

意¨̈ 審̈ 半」 長
彰
」ビ
ロ

場

歓 迎 の

選  手
競 技 上

審 判 上

表

閉  式
選  手

通

退

諸 会 議 日 程 表

7月 5日 (月 )9

7月 6日 (火)9

7月 7日 (水)9

7月 8日 (木)9

7月 9日 (金 )

日  程
団体戦 (男・ 女)試合開始

団体戦 個人戦 試合開始

個人戦 試合開始

00

00

00

00 〃
　
　
　
　
″

-7-

会 議 名 日 時 所 会議名 || 間 場

|

理 事 会

監督会議

7月 4日

7月 4日

10～ 12

13～ 15:30

自

　

白

水
　
水

|

|

|

総会 7月 4日

iI

15:30～ 16 001

|

白 水 館

17時 閉 会 式



試 合 時 間 表 (:)

タイムテープル(1) は決勝

日

程

区

分

コート

時 間

第 1会 場 (県 立 体 育 館 ) 第 2会場 (県 、ア南高等学校体育館 )

第111 16. 00 開 式

第

　

　

２

団
　
　

体
　
　
戦

MT
1

MT
2
MT
3

MT

`

MT
5

LT
■

LT
2
LT
3
LT
4
LT
5 6

MT
7
MT
3
MT
9
、rr
10

ヽ

「

I‐

11
MT
12

1ヽ■
・

13

Iヽ「

14

LT
7
LT
8
LT
9
L.T
10

13. 00
MT
6
MT
15
MT
16
MT
17
MT
18
MT
19
MT
20
MT
21
LT
ll
LT
12
LT
13

LT
14

15.00
MT
22
MT
23
、
「
r
24

MT
25
卜rr
26
MT
27

1ヽ‐

「28
M‐r

29
LT
15
LT
16

LT
17
LT
18

17 . 00
MT
30
MT
31
MT
32
、rr
33
MT
34
MT
35
MT
36
MT
37

LT
19

LT
20

19.00
MT
38
MT
39
MT
40
MT
41
MT
42
MT
43
MT
44
MT
45

LT
21

■ :

3

||

団

体

戦

1固

人

戦

9. 00
1ヽ´Γ

46
MT
47
、rr
48
、
「
r
49

1ヽ´I｀

50
MT
51
MT
52
、1‐r
53
LD
1

L ID

2
LD
3
LD
4

Lp.
5
LD
6
LD
7
LD
8

10.00
LD
9
LD
10
LD
ll
LD
12
LD
13

LD
14

LD
15

LD
16
LD
17
LD

18

LD
19
LD
20

11 . 00
MT
54
MT
55
MT
56
MT
57
MT
58
MT
59
MT
60
MT
61
LD
21
LD
22
LD
23
LD
24

LD
25
L】D
26

I´ D
27
LD
28
LD
29
LD
30

12.00
LD
31
LD
32

LD
33
LD
34
LD
35
LD
36

13.00
、lr
62

1ヽ‐
「63

、rr
64
MT
65

I_D
37
LI)
38

LS

1

LS
2
LS
3
LS
4
LS
5
LS
6

LS
7
LS
8
LS
9
LS
10

LS
ll
LS
12

LS
13
LS
14
LS
15
LS
16

LS
17
LS
18

MD
1

MT
66
MT
67

lヽI)

2
MD
3
MD
4
MD
5

17.00 68

19. 00 30「
)

1
301)
2
301D
3
30D
4

40[)
■

19. 30
30D
5
301D
6
30 EI)

7
301)
3
301
9
301D
10
301)
11
301D
12

第

4

11

9. 00

千日
10.00

11 .00

12. 00
人

13.00

14. 00

単k
15. 00

4ヽD
6
MD
7
MD
8
MD
9
lヽD
10

MD
ll

卜lI)

12
MD
13
LS
19
LS
20
LS
21
LS
22
LS
23
LS
24

lヽD
14
lヽD
15

MD
16
MD
17
MD
18
M ID

19
MD
20
MD
21
■.S
25
LS
26
LS
27
LS
28
LS
29
LS
30

ヽ
`D24
MD
25
MD
26
MD
27
MD
28
lヽD
29
LS
31
LS
32
LS
33
LS
34
LS
35
LS
36

lヽI)

32
1ヽ1)

33

1ヽ1)

34
MD
35

lヽI)

36
lヽD
37
LS
37
LS
38
LS
39
LS
40
LS
41
LS
42

MD
38
MI)
39
MD
40
MD
41
MD
42
MD
43
MD
44
MD
45
LS
43
LS
44
LS
45
LS
46
LS
47
LS
48

lヽD
46
1ヽ[
47
MD
48

lヽI)

49
卜
`D50
MD
51
MD
52
lヽD
53
LS
49
LS
50

卜lD
54
Hヽ)
55
MD
56
MD
57
40D
2
4o D
3
40D
4
40D
5
LS
51
LS
52
1_S
53
LS
54
LS
55
LS
56

1ヽ1)

58
MD
59

lヽI)

60
MD
61
301)
13
301D
14
30D
15
30■)

16
LS
57
LS
58
LS
59
LS
60
LS
61
LS
62

lヽI)

62

MD
63
40D
6
40D
7
lヽS
1

MS
2
MS
3
MS
4
LS
63
LS
64
LS

65

LS
66

lヽS
5

i●11)

64
lヽD
65
30D
17
301)
18
MS
6
MS
7
MS
8
LS
67
LS
68
LS
69
LS
70

MS
9
MS
10
MS
ll

MS
12
MS
13
MS
14
MS
15
lヽS
16
LS
71
LS
72
LS
73
LS
74

MS
17
卜lD
66 30[)

19

67
lヽS.18 卜lS
19
lヽS
20
IヽS
21

LS
75
LS
76

MS
22
401)

8

MS
23
MS
24
MS
25
MS
26
MS
27

LS
77
LS
78

lヽS
28

lヽS
29
MS
30
卜iS
31
lヽS
32
MS
33
IヽS
34

-8-

9. 00

11 .00

14.00

115.00

|

| lヽD
22
lヽD
30

MD
23
ヽπ戸
L

|



試 合 時 間 表 (2)

タイムテープル (2) は,央月券

_2.｀ 1■    |   . .

415
(県 立 体 育 館 )

7 81 3 42

第 1会 場
516

日

程

区

分

コート

寺 問
16. 00

MS
38

ヽI L

35 36
MD

68

37 39 40 41 79 80

弔 個

　

人

　

戦

MS
42

S

43 44 45 46 47

17.00 40S
1

40

49 1 2 2 5
4 40S

6
3

3 6

[1 18.00 30S
129 10 11 3 16

S 30
17 18
MS
50

lヽS
5551 52 53 56 57

S

59 60 61 63 64

10
S S

第 66 67 68 71 72 73

MS
75

lヽS
80

ヽ1

74 76 78 79 81

11 . 00
ヽ MX
61 2 5 7 8

9 10
MX
ll 1 13 14 15

12 . 00
30S
19

S 30S
2420 21 22 23 25 26

5 人 16 17 18 19

卜iX
20 21 22 23

13. 00
S MS
85

MS
8932 83 84 87 88

M MS

00 91 92 93 94 95 96 97

14 . 00
MX
26
MX
27
40S
8
40S
9
40S
10
40

24 11

40S
12
40 4 30S

2813 14 15 27 29 30

11 |1伐 15
4 4

16 28 29 17 18 19

lヽS
98
MS
99

ヽ1 MS
103

ヽ:

100 101 102 1 04 105

16.00

9 . 00 106 107 108
Ni S

109

10. 00
4

“弔
31 32 20 21

11 .00
MS_|

12 . 00

人

　

　

　

戦

13. 00

14.00 [IZ

「 l
16.00

17 . 00
＾
ム 式

田
日
間

囲
皿

男子団体

女子団体

男子 単
男子 機
女子 単
女子 複

30代 単
50代 複
40代 単
40代 複
混 合 複

MS
LT

MS

MD

LS

LD

-9-

50S

3oD

40S

40D

MX

MS
48

S 30S
15

lヽS MS

30S 30S
|

15. 00
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１
１
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■

１
ｌ

Ｅ
■

―
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１
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スマッ
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筋
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■
ス
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■
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崚
購月θ

´か

yI蒻・77プ多″ト

醸 鞭

鳳||

震

/

0ヾドミントンを科学する〉ほかのラケットよリシャフト

が長い。長い分だけしなる。反発力が強まる。だから、

スマッシュカ̀切れる。鋭くくいこむ。ヨネヤマのラケット

には、科学的な攻撃力が、潜んでいます。というのも、

わたくしどもヨネヤマは、カンと:囲験だけでは、ラケット

を造らないからです。冷静に科学する限と、精細な実験

の積み重ね、それがヨネヤマのラケット造りだからです。

臓、6000フアイブエースデラックス/¥3.50リフレームの4)



男 子 団 体

1ト ヨ タ 自 工

2日 産 自 動 車

3 北 九州市役所

4 富 士 重 エ

5吉 田 工 業

6日 立 水 戸

7富 士 電 機

8東 洋 イ ン キ

9 三井造船玉野

10 日 本  石 ,由

11同 山 市 役 所

12三 井 串 木 野

13大 日日本電線

14 電  々 オし 幌

15 三菱化成四日市

16 都     庁

17日 田 市 役 所

18北 辰 電 機

19 日本鋼管福 山

20大 阪 ガ ス

21丸 善 松 山

22石 川 島 播 磨

23三 菱 自 工

24四 国 銀 行

25 三菱重工名古屋

" 
住友金属和歌山

27福 井 銀 行

28三 菱電機長崎

29 新 日鉄名古屋

30+条 製紙秋田

31芦 北 町 役 場

31富 士 フイルム

33 住友化学新居浜

34高 岡 市 役 所

(愛

(神

(福

(群

(富

(茨

(三

(埼

(同

(神

(岡

(鹿

(兵

(1ヒ

(三

(東

(大

(東

(広

(大

(愛

(東

(京

(高

(愛

(¬

(福

(長

(愛

(秋

(熊

(神

(愛

(富

知 )

奈

奈

児

海

歌

奈

38

39

40

41

42

43

44

55

56

川

岡

馬

山

城

菫

玉

山

川

山

島

庫

道

菫

京

分

京

島

阪

媛

京 )

都 )

知 )

知 )

山)

井 )

崎 )

知 )

田)

本)

川 )

媛 )

山)

35

36

37

38

39

40

41

42

43

42

45

46

47

“49

50

51

52

53

54

55

“
57

“59

∞

61

62

63

64

65

“
67

“
69

1

6

7

8

22

46

58 23

24

47

48

49

51

52

崎 ラケ ッ ト (東

丸 善 千 葉 (千

大 津 市 役 所 (滋

住 友化学菊本 (愛

新 日 鉄 釜 石 (岩

日 本 電 装 (愛

三 菱 神 戸 (兵

関 東 自 動 車 (神  奈

電  々 近 機 (大

三 菱菫工横浜 (神  奈

海上自衛隊舞

“

(京

松 市 役 所 (香

戸製鋼尼崎 (兵

字 部 興 産 (山

シオノギ製薬 (大

神 奈 川 県 庁 (神  奈

名     鉄 (■

国鉄北海道総局 (北  海

国 産 吉 原 (静

3

4

京)

葉)

賀 )

媛 )

手)

知)

庫 )

川 )

阪 )

川)

部 )

川 )

庫 )

口)

阪)

川 )

知)

道 )

同 )

崎 )

阪)

庫 )

京 )

都)

‐木 )

山)

島 )

馬 )

川)

京 )

口)

玉 )

庫 )

野 )

京)

/

64

65

菱重工長崎 (長

ス ワロー化研 (大

新 日 鉄 広 畑 (兵

国 際 電 機 (東

島 津 製 作 所 (京

士重工宇都宮 (栃

不 越 (富

鹿 児 島 県 庁 (鹿  児

三 菱電機群馬 (群

横 浜 市 役 所 (神  奈

沖  電  気 (東

陽 パ ル プ (山

ンケ ン電気 (埼

三 菱 伊 丹 (兵

昭 和 電 工 (長

2

57

-11-

53

 々東 京 (東

63
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河 崎 ラケ ッ トエ業株式会社
東 京都 台東 区台京 2-28-5 TEL831‐ 0453・ 1884
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素材 を
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すばらしいパ ランスです

こわいラケッ トです

あなたがお使い ください
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女 子 団 体

,17

琴 平 電 鉄

日 本 電 装

鹿 児 島 県 庁

住友 金属 尼崎

電 々 東 京

日 立 戸 塚

ス ワロー化研

日本鋼 管福山

住友金属和歌山

山 陽 パ ル プ

ト ヨ タ 自 工

19 20

菱電 機 伊丹

井 銀 行

電  機

産 自 動 車

州製紙 富士

十 四 銀 行

日 織 機

国 銀 行

辰 電 機

電 近 幾

菱 自工京都

繕 川

(愛 知)

(鷹児

(兵

(東

(神奈川

(大 阪 )

(広

(和歌山

(山 口)

(愛 知)

(兵 庫)

(福 井)

(東 京)

(神奈川)

(静 岡)

(香 川)

(愛 知)

(高 知)

(東 京)

(大 阪)

(京 都)

1

15

16

17

18

2

4

5

6

沖

日

本

百

Ｏ
Ｏ

2

3

13

14

-13-



新 しい現代 に生 きるあなたの

「心」を捉 えて離 さな い
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祝

父 宮 妃 賜 杯

働 大 臣 杯

第21回全日本実業団バ ドミントン選手権大会

秩

　

労

沖 電 気 工 業 株 式 会 社

トヨタ 自 動 車 工 業 株 式 会 社

保 土 谷 化 学 株 式 会 社

株 式 会 社 大 丸 東 京 店

日  本  放  送  協  会

電 気 通 倉 共 済 会 本 部

富 士 通 信 機 製 造 株 式 会 社

九  州  電  気  通  信  局

中 国 電 気 通 信 局

近 畿 電 気 通 信 局

東 京 電 気 通 信 局

日 本 電 信 電 話 公 社

岩 崎 通 信 機 株 式 会 社
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北 越 製 紙 株 式 会 社

昭 和 電 線 電 続 株 式 会 社
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飛翔するコック。翻るラケット
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(鹿 児 島 県 庁 )
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日本バ ドミントン協会検定合格球 各全日本選手権大会指定球

上記現金価格(A価格)に 荷造運賃を10打毎に300円 を加算 し御送金下さい。
O代金後払lヶ月以内の場合打100円アップ(B価格)lヶ 月以上400円アップ市価(C価格)になります。

(1)0■lLoBRAND

バ ドミン トンの気 品

CMの 風格

″ご存じですか″

☆黎国でシヤトルコック製法を一番
先に機械化して水鳥シャトルを普

及したのはCMです。・
☆N.B.lは パドミントン普及発展の

ために製造から直売システムです。
☆現金でお申込になれば卸価格でお.求
め出来ます。

ホワイトウイン 検定合格球| ¥l′ 500円  シルバープルー 検定合格球  ¥|「 300円

ゴール ドブルー 検定合格球 ¥|′ 200円 ゴールドプラック 練 習 球 ¥-850円

日本バトミントンインタストリ1株式会1性 .
東京椰二凛市丼ノ1頭 4-3 7 T E L 0422(17)3331(代 )
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日本バ ドミン トン協会公認

本年度各選手権大会及国体使用

Y.Mミセキネット

いつも安心 してプレーの出来 る

丈夫で長持のするネットです

是非ご指命ご愛用下 さい

第 1 ロ 検定以来合格

埼玉県幸手町中 1丁 目 7-4
TEL 04804(2)0379

ミセ キ ネ ッ ト製 作 所



女  子  D  LD(複 )

1井 上・口 浦 (琴 平 電 鉄 )

2 二 河・生熊 ((住 友 金 属 )

3 大 野・建 部 (神 奈 jll県 庁 )

4 久保田・餌 取 (■ 電 近 畿 )

5山 上・横 田 (北 辰 電 機 )

6山 本・赤 沢 (百 十 .四 銀 行)

7鈴 木・ 林 (豊 田 繊 機

8山 本・田 口 (日 立 戸 壕 )

1

2

3

9

10

11

13

25

17

18

9

5

6

7

土 井・奈良岡 (■ ■ 東 京)21

橋 口・糖ノ原 (鷹 児 島 県 庁 )

本・池 田 (ト ヨ タ 自 ■)

秋 山・紅 野 (日 立 戸 塚 )

大 塚・内 山 (ス ワロー化研 )

池 .田・大 竹 (三 菱電機伊丹 )

武 内・谷 脇 (四 国 銀 行)

下 村・佐 古 (電 電 近 畿)

石 原・田 所 (琴 平 電 鉄 )

江 違 。相 田 (東 京 三 洋)

大 檎・辻 田 (■ 田 繊 機 )

安 間・島 田 (福 井 銀 行)

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

“

9  原 ・長 町 (三 菱電機伊丹

10 阿久津・藤 井 (電 電 東 京 )

11竹 中・紅 谷 (ト ヨ タ 自 工)

12山 田・宮 川 (ス ワロー化研

19木 村・坂 本 (四 国 銀 行)

13稲 木・角 谷 (福 井 銀 行)
27

14小 西・福 本 (百 十 四 銀 行)
14

15山 本・中 原 (鹿 児 島 県 庁

16 相 沢・我 奏 (ヨ ネヤマラケット)
15

17名 毛・織 茂 (日 産 自 口 車)

18富 居・山 本 (■ 田 繊 機)

31 木 下・高 橋 (北 辰 電 鉄 )

岡 ・ 堀 (住 友 金 属)

吉加江・長 池 (宮 崎 市 役 所)

i! *'li * Qlt*rtYl)
23

芦 田・桂 岡 (住 全 尼 崎)

本・高 橋 (新  日  鉄 )

森 ・大 西 (百 十 四 銀 行)

20工 藤・紺 野 (豊 田 織 機)

4

16

28
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岡 崎・永 井 (京 都 )



倒(お待たせいたしま した

河 崎 ラケ ッ トェ 業株 式 会社
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ラケ ッ トの名 門 カ ワサ キが 、遂 に水 鳥 シャ トル の
生 産 を開 始 しま した。

選 び抜 かれ た 16枚 の美 しい羽毛
―
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2  ワ|

3柳

4 吉

5  中

6渕

7堤

8 山

9  り||

10 三

11 松

12 山

13 赤

14佐
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16今
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原
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英

富

散

洋
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行

途
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喜

幸

違

(神 奈 川 県 庁 )

(芦 北 町 役 場 )

(国 際 電 気)

(大 日日本電線 )

(十 条襲紙秋田)

(北 九州市役所

(新 日 鉄 広 畑

(三 菱電機長崎

(不  二  越)

(住 友化学菊本)

(宮 崎 市 役 所)

(大 日日本電線 )

(日 本 鋼 管)

(丸 善石油松山)

(大 日日本電線)

(同 山 市 役 所 )

(十 条製紙伏本 )
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治 (日 本 鋼 警 )

― (大 日日本電線 )

富 (三 ツ葉 電 機 )

晃 (住友化学新居浜 )

滋 (鹿 兄 島 県 庁 )

雄 (三 菱菫工京都)

夫 (国 際 電 気)

徳 (十 条製紙伏本)

力 (大 日日本電線 )

宏 (横 浜 市 役 所)

寿 (三 菱電機長崎)

貴 (同 山 市 役 所)

治 (神 鋼 尼 崎)

彦 (北 九州市役所)

利 (塩 野 義 製 薬 )

次 (大 日日本電線)

明 (国 鉄 北 海 道)
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東 (同 山 市 役 所)

藤 (住友化学新居浜)

脇 (国 際 電 気)

5 9
河 崎・福 井

角 田・山 市

田

本

田

倉

葉

清

遺

渋

り|

浜
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水・吉 ロ

藤・青 木

井・青 山

地・峯 本

中・佐 伯

辺・山田餞

(北 九州市役所

(神 鋼 尾 崎

(鹿 児 島 県 庁

(大 日日本電線

(宮 崎 市 役 所)

(住 金 菊 本)

2

8

1
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小 山・中 丸

27

(河 崎 ラケット, 11

(三 菱電機長崎)12

(豊 野 機 製 薬)13

(大 日日本電線)14

(日 本 鋼 管)15

(国 鉄 北 海 道)16

(声 北 可 役 場)17

(丸 善石油松山)10

(大 日日本電線)19

(神 奈 川 県 庁)"
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40才 以 上 (単 )

1浜 中

2 串己 田

3西 村

4 江 田

5 佐々木

6尾 崎

7水 川

8片 平

9 新 宮

10福 井

11 後 藤

1 佐々ホ・松

2 紀 田・新

3 諫 元・江

4 明 珍・西

(丸 善石油松山

文 (好 鶴 商 事

義

惟

捨

直

信

久

誠

男

喬

恵

政

信

夫

照

男

男

守

利

郎

鵬

昌

宏

麻

次

夫

男

信

(三 井 造 船

(日 田 市 役 所)

(大 村 市 役 所)12

(同 山 市 役 所)13

(住友化学新居浜) 14

(三 井 遺 船)15

(国 鉄 後 藤)16

(日 田 市 役 所)17

(名     鉄)13

(電 電 近 饉)19

(舞 鶴 商 事)"

(国 際 電 気)21

(長 崎 市 役 所)"

(住 友化学菊ホ)23

代 (舞 鶴 商 事)5

村 (長 崎 市 役 所)6

井 (住 友 新 居 浜)7

川 (岡 山 市 役 所)8

沢 (名     鉄) 9

22
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40才 以 上 (複 )

1

8

9 5

恭

武

人

恭

慎

芳

房

等

明

菫

中 島

回 ホ

安 藤

明 珍

松 永

諫 元

井 沢

池 田

谷 ロ

森 脇

ホ 村

千 葉

(国 鉄 後 藤 )

(三 飢 機神戸)一

(同 山 市 役 所
2

(長 崎 市 役 所) 17

(舞 鶴 商 事
3

(住友化学新居浜 11

(名 鉄 )

永

宮

田

村

(国 鉄 後 藤 )

(舞 鶴 商 事)

(日 田 市 役 所)

(三 井 造 船

2

3

谷 口・久

片 平 。木

安 藤・福

本・水

後 藤・井

1
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コー陸 の
!.メ

タモノンフォ‐=ズ
ときには、蝶のように。ときには、駒のように。

シャトルを追うあなたは、一欄}―瞬に、変身する。

ヨネヤマの、ワイユースウェアをまとったあなたは、

もうひとりのあなたになる。その一」瞬が、美しい.

それは、コート上の華麗なメタモルフォーズ。

′ヾ ドミントン・ラケットで、‐■流のヨネヤマは、

バドミントン・ウェアでも、―→流のヨネヤマです.

シャツ/ショートパンツ/スカート/ワンピース
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取
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藤

谷
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谷

山
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笹
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長

遠

本

渡

・ 奈良岡

。大 野

・ 紅 谷

・ 武 内

・ 織 茂

・久保田

・湯 木
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中
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平

斉
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(電 電 東 京)

(電 電 近 幾)

(北 辰 電 機)

(福 井 銀 行)

(河崎ラタッ))

(鹿児島 県 庁)
21

堺
― 1 ll

上 川・石 毛 (日 産自動車)

安 沢・ 橋 本 (ト ヨタ自工)

佐 藤・ 田中 (北 辰 電 機)
池 田・竹 田 (三菱化成黒崎)
品 川・佐 古 (電 電 近 勘

栂野尾 。相沢 (ヨネヤマラケッ})

本 (日 立 戸 塚)

田 (ト ヨタ自工 )

脇 (四 日 銀 行)

井 (電 電 東 京)

28
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和田 (日 立 水戸),
田 (横 浜 市役所)一型
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手 1宿 合 名名選県 名 lx* a事 業 所 名 (チ ーム名)

江口才男
北
　
　
海
　
　
道

国 鉄 北 海 道

電 々 札 幌

青山繁日

中村徳光 。木村敏男 。平山三城 。赤塚正三

古川孝行・ 中瀬幸記・ 森田 彪

東 政文・柴日 充・ 山本晴通・福島智徳

渋井 明 。青山繁樹。伊藤善夫

伊藤 博 。高橋道夫・高橘利行・斉藤謙一

熊谷 徹・ 阿部哲夫・
|

吹 上 荘

岩

手

県

吹 上 荘
橋本健一 中村 勲・熊地春悦・熊谷武志 。一関敏伸

鶴巻勝利・森川隆与・橋本幹郎

秋

田

県

十 條 製 紙 秋 田

杉浦重夫 早川博。福田喜代志 。本谷 進・菅野 孝

和田講― 。大和田良
吹 上 荘

茨

城

県

日 立 製 作 所 水 戸

吹 上 荘
永山 隆 霜山 哲・三上隆康・志太政男。川上岩雄

田中 勇。大島 巌・ 高橋秀行

栃

木

県

富士重工業KK宇都宮製作所

富 士 重 エ 山形 武

群

属

県

|

吹

　

　

　

上

山形 武・ 渡辺晃一。中条俊雄・坂口隆夫

渡辺 稔

佐藤吉彦・西沖 晃・ 柳沢宏行 。小川浩一

斉藤 博・原 幸一
埼
　
　
玉
　
　
県

柳沢宏行

ナ ン タ ン 電 気

東 洋 イ ン キ

千

葉

県

丸 善 石 油 千 葉 妹尾
与志文

佐藤和夫

今井清兼

原

荘

石川島播磨重工業KK

東 京 都 庁
白 水 館

中

中

原

別

荘

原  功
東

　

京

　

都

浅井良伸・村田俊夫・ 徳 保勝 。高木 寛

岩城 勲 。長田真樹
自 水 館

鈴木 蕃・右田利弘・竹俣 明。大原政義

岩上昭―・ 藤本 彰・ 斉藤信行

今井清兼・都築富夫・ 竹田建夫・ 薄田隆衛

酒井忠義

日中房男・ 幸野邦昭・妹尾与志文・伊藤富男

西尾元佑・南村嘉男・根本昇英

選 手 名 簿 ①

on~″ ~

新 日 鉄 釜 石 本多二郎

東 京 三 洋 電 機

|

岡崎敬一
1 
江連有子・相田洋子

三 ツ 葉 電 機 面川 富 面川 富・浅野佳夫

三 菱 電 機 群 馬 茂木正弘 小沢永―・高機勝美 。阿久戸機昭・ 栗原 弘

千田泰男・佐藤兼春 。米国 守



県 名 事 業:所 名 (チーム名)

山本洋彦・佐藤信夫・ 中山広明・黒崎二男

芦田正英・宗橋冒男・平手政治

山上博子・横田かすみ・木下道子・ 田中真知子

天野広美・ 高橋美江・ 高機映子

自

　

水

　

館

山口安則・ 城倉正博・横田和博。柳原常吉

森脇毒夫
自 水 館

河 崎 ラ ケ ッ ト 福井正康

東
電 々 東 京 鈴木幸春

北 辰 電 機 製 作 所 中山広明

千葉健司

沖 電 気 工 業 KK 田口長生 清水忠行・ 山本博司・佐藤邦夫・ 山田善三

鎌田幸男・鈴木清―・ 田中徳二郎・小川早苗

像11:子

・二瓶アエ子・鈴木正

T・

川田香子

|

都

森脇簿夫

ヨネヤマラケット株式会社

国 際 電 気

新日鉄製品技術研究所
|

寺本裕子・ 高橋京子 白 水 館

|

守口 茂・鎌田 哲・鈴木勝之・古谷陽一

声橋保則・森 和美 。加藤哲夫
自 水 館

井上忠久 浅見 勇。高橋宏元・阿部 誠。守屋孝夫
生井 修・ 山崎幸男・小沢二郎

神

日 本 鋼 管

云
ホ
横 浜 市 役 所 上方 充 渡辺直人・ 安藤 保・松本利喜夫・広木俊一

本田順治。平戸孝司・本田―義・高橋正宏

森田祐美

自 水 館

川

三菱歳工横浜造船所 上杉光芳

県

日 本 石 油 山崎三佐男 京
屋孝治・小野重行・佐壼幸男・泉 信夫
竹村正敏 りlヽ泉貞夫 自 水 館

神 奈 川 県 庁
自 水 館

選 手 名 簿 (2)

監 督 名 ,lt 手 名 宿 舎 名

堺 栄―・ 落合孝之・平井克英。川津 晃
日野昭人・宮川秀樹・河崎一幸・湯木博江

鈴木華子

森谷喜久男・星野義昭・鈴木健二・池田信孝

町田秀和・小林―行・ 野本綱夫・土井治子

奈良岡洋子・阿久津まさ子・横山光子・藤井幸子

-30-

示

栂野尾昌―・相沢マチ子・我妻たき子

関 東 自 動 車

遠藤啓治・青木 昇

中丸靖元 小山
包博・内山孝道。鳥山裕美・ 山本徹夫

島田友明・ 飯塚富弘・ 中丸靖元・大野則子

建部佳代



選 手 名 簿 (3)

県 名
|

事 業 所 名 (チーム名) 1監 督 名 |

日 産 自 動 車

立製 工場

長野県 昭 電 大 町

手 名

吉浪益三 岡野隆太郎。上川章。桜田豊治

大森菊男・竹村芳雄 。大村裕

石毛幸子‐織茂春美・石井ヨネ子・大佐賀美智

吉日邦男・山本宏子・田口省子・ 秋山陽子

紅野理栄・川窪弘子

那須義博・ 小日向秀夫・ 知 正人・鹿内孝―

裕大村

宿 舎 名

自 水 館

作所戸塚
白 水 館

吹 上 荘

吉田邦男

望月富弘

富 士 フ イ ル ム 滝 正孝

日 産 吉 原 鈴木勝雄

本 州 製 紙 富 士

滝 正孝。川原崎仁・井出裕雄・仲沢 豊

日下部敏弘・ 菊地光雄

静

岡

県

小 糸 製 作 所

森野秀子・渡辺正子 。鈴木あつ子・加藤悦子

細小路和恵・石川真澄・嶋 恵子・ 永田節子

大石勝信・平野哲司。酒井俊―・山本秀和

鈴木勝雄

山本卓男

川敏彦

中

原

別

荘

株式会社

豊田自動織機製作所

_■ 7i. 大橋美知子・辻田京子・ 工藤美佐江。鈴木葉子

富居康子・紺野幾子・山本弘子・ 林 澄枝

=浦
和子

名 古 屋 鉄 道 伊村 隆 伊村 隆・ 種ロー春 。後藤 守・ 菱田修光

加藤保利・井沢 宏

中

原

別

荘

新日本製鉄名古屋 山本卓男o金谷義男・千葉秋義・奥野哲次

奥野省二・管井 孝・油井秀男

トヨダ自動車工業 小宮 小林一宏 。牛島秀雄・板垣善憲・安沢武司

本間順次・松島 保・松島信之 。東浦秀二

杉政和男・門間昇一

トヨダ自動車工業 橋本香代・紅谷島子・竹中礼子・池田静江

村田絹子・中野 香・小沢八重子

清水英幸 荒井和夫・杉山 修・角  武・森川三津夫

竹本美千代・庄司絹子・時田恵美子・日

山崎恵子

日本電装株式会社

吉川園市三菱重工名古屋

愛

知

県

中

原

別

荘

-3i―
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加藤忠昭・松波 譲・加藤聖和・泉 新治

中橋友行・田中健二郎



県 名 事 業 所 名 (チーム名) G*zl 宿 舎 名選 手 名

川島紡績株式会社岐阜県 中原別荘
| |

|

森 芳夫

不  二  越 川上洋一 川上洋一 。永原昌雄・池田政規・ 畑 栄進
入川修一

中

　

別

原

　

荘

島崎精治。西島宏昭・土井 勉 。西野敏宣
飛弾是博・ 山口年二・島利津子

増井孝夫・小林 悟・ 吉原 洋。小林信行
高木宗夫・伊藤正己

増井孝夫

高 岡 市 役 所 中山邦夫

吉 田 工 業

堺 三徳 大野幸雄。堺 三徳

福

井

県

福 井 銀 行

原

　

荘

富

山

県

中

Я」

中

　

別

原

　

荘

河村博之・関村順治。今泉 勉・ 徳田尋信
宮林照男・京田和男・ 中山邦夫

中原別荘

立田昭二
1 
高木敏明・ 梶谷将人・ 府岡 弘・笠川俊教

1 安間千代子・ 稲木秀子・ 岡崎幸子・ 角谷俊子

1 島田真澄。長谷朋子

小泉淳―・友金利―・田中 至・浜野 孝

来田正雄・田崎哲夫・三浦真―・竜円栄治
中原別荘

二
　
重
　
県

三菱化成 四日市

富士電機 三二 重

三菱電機 (伊丹)

新 日 鉄 広 畑

安藤 勲 山口 香 。安藤 勲・大井政幸。後藤敏彦 中原別荘

堀 英明・ 古高郁夫・ 千原弘毅。上藤朝之
川相 隆・打上健二

池田栄子。大竹由里子・ 原百々代・長町路子

福永久弐子

堤田富大。長谷川幸弘 o武 広二・塩飽 初

水川九洋。平松重吉

兵 夫野一

平方 進 中

　

別

原
　
荘

三菱電機 (神戸) 古林 昇
庫

大日本電線株式会社

神 鋼 尼 崎

吉田 昇

吉野昭文・ 古林 昇 。福士敏夫・尾田憲明
岡崎 守・桜井壮一・破入正彦・尾崎惟信

吉田 昇・清水 力・豚座―利・佐野義則
狩集 功・渡辺浩―・山田連也・佐野嘉彦

山田健次

芦田知子・桂岡和子・藤僑豊子・村上幸子

鍵田晴美

原

荘

中

別

中原別荘

井内利治

-32-

県

住 友 金 属 尼 崎

選 手 名 簿 (4)

|

十 條 製 紙  伏 木



ヽ

．

選 手 名 簿 (5)

県 名 1  事 業 所 名 (チ ーム名) 1監 督 名 手

橋本禎二・瀬野俊策 。自井規久夫・自井幸夫

柴田 勝・川村道厚・田野博之

.名 la*e
島 津 製 作 所

海 上 自 衛 隊 舞 鶴

安川和正 上田 勉・和田正高 。甲良洋―・ 奥田俊次

浅野利秋。長岡喜久男

原

荘

中

別

示

都

府

三菱自動車工葉京都製作所 戸沢正雄 福井達雄 。中尾政実・戸沢正雄 。高宮梵之助

石津正明

山下三技子・岡崎素子・永井むつみ

小林フナ子

中

　

別

原

　

荘

八 興 染 工 前田憲宏

原

荘

中

男」

三木 喬・品川勝男・竹原 茂・山口 勇
小野健二 。中谷道次・山本繁幸・木谷正美

池田芳麻

柿本房子・下村紀子・久保田嘉代・餌取貴美

子・佐古与史子

池田芳麻

片山治修

スフロー化研工業 :=_■ 111

大

阪

府

舞 鶴 商 事

電 電 近 畿

谷口房次・紀田文男・新宮信男 。久代貫二郎

遠藤和男・山ロー男・九原克裕 。高橋 実

大塚芳子・内山妙子・宮川美子・山田順子

塩 野 義 製 薬 」:・

大 津 市 役 所 佐藤 賢
滋賀県 満 州 館

岡 山 市 役 所 岡村武利

三 井 造 船 玉 野 虻江 優

岡
　
　
山
　
　
県

本摩恒利・北川忠雄・片山照章・本山一郎

妹尾健史 ′‖田敏彦・西原義孝

佐藤 賢・釜屋明和・田中正民・西原四郎

山田杉男

小松 貴・藤井英雄 。今東幸― 。社 竹三

岡村武利・崎本明雄・時末 務・水川捨夫

上野輝治・芳上―男・万代芳郎・田丸勝己

藤原次夫・松井 ―・久保政美・明珍 勝

西村 喬

梶原純二・武内光春・前田 功・伊藤健―

須田敬子・沢田直子・藤原美枝・角脇優美子

国 鉄 後 藤 工 場

日本鋼管 福 山

|

八郎
|

井原平鳥取県

梶原純二

須田敬子
広島県 満 州 館

-33-

大槻武志

中原別荘

佐々木義政・松永泰昌



選 手 名 簿 (6)

宮岡康臣。長藤俊成・林 厚志・ 末岡通典

渡辺敏夫・吉田鉄夫・兼森忠夫

渡辺美校子 。大西明子・ 高尾圭子 。津秋二代

忍谷町子・吉本豊子

吹

　

　

上

　

　

荘

宿 舎 名

山

口

県
宇 部 興 産

山 陽 ′` ル プ 岩 国

手 名

末広秀樹・ 河添忠夫・ 石川好夫・ 坂本賢二

山県保夫

柴田隆男
満 州 館

川

横岡忠幸

香

県

百 十 四 銀 行

高 松 市 役 所

山本みどり・ 赤沢ひろ子・ 福本幸子・小西幸

大坪恵美子。森 清美 。大西順子

野口利行・ 岡崎和良・ 横岡忠幸。日中真―

納田末広。安田隆行・ 谷本圧―

愛

　

　

媛

　

　

県

住友化学工業菊本製造所

住友化学工業新居浜製造所

丸善石油松山製油所

|

大国 満

　

州

　

館

門田昌三 三苫孝―・ 片上逸志・ 秋山英明〃守谷喜久雄

千葉ヨ信・佐薙 勲・ 藤田健治

安藤八郎・ 福井久男・ 矢野 晃・佐々木 孝

奥村繁樹

浜中 自石卓夫・ 佐伯友正。藤田峯斉。永井龍夫

小泉敏幸。浜中 誠

高

知

県

都築正明。日中裕之

武内五十鈴・ 谷脇リエ・ 木村悦子・ 坂本和子

四 国 銀 行 亀井美!t

満 州 館

三菱化成 黒 崎 池田明男・竹田晴美

北 九 州 市 役 所 渕上英紀

大

分

県

桑野 昇

|

|

福

　

岡

　

県

日 田 市 役 所

江田 恵・ 諌元慎―・小埜公明

田口大也・春武俊―・ 佐藤国晴 。宮原秀三

満 州 館

渕上英紀・ 原 穂美 。池田智彦。桶本正般

奥田哲朗

満 州 館長

　

崎

　

県

喜多昭夫

長 崎 市 役 所 ・・ ■̂

大 村 市 役 所 中島泰二

三菱重工葉

長 崎 造 船 所

田中貞夫・ 中野和雄 。前田国臣・ 山口信行

辻  優 。一ノ瀬通・末吉宏次・ 柿本彰子

満 州 館

県 名 1  事 業 所 名 (チーム名)  1監 督 名

井ょるり子・ 菌浦孝子・石原英子・ 田所静子高 松 琴 平 電 気 鉄 道

|
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選 手 名 簿 (7)

県 名 1  事 業 所 名 (チーム名) 監 督 名 宿 舎 名選 手

三 菱 電 機 長 崎 山市飯造
長崎県

江口忠道。長松保男・ 小林正昭・ 山ロエ博

山市飲造・ 角田 寿

馬城隆吉 。峯本伸夫・引地繁一 。宮本生也

宮嶋昭哲。山村富士吉

満 州 館

鬼塚寿盛
熊本県

宮崎県

前薗俊哉・斉藤義久 。牧元秀保 。春松忠男

藤本 滋 。目原克彦・ 向井 優 。橋口るり

植ノ原市子・ 山本真由美 。中原久美子

前原早苗 。中原美智子

芦 北 町 役 場

宮 崎 市 役 所

目原克彦鹿 児 島 県 庁

徳永英敏 o小倉文雄 。松本行弘。吉加江たみ子

長池富子

新村国男。厚ク瀬秋義。上自石博 。石塚健一

西野 壱

鹿

児

島

県
西野 壱株式会社

三 井 串 木 野 鉱 山

和

欧

山

県

厚地 収・坂本 拡・川村桂司・辻 満彦

土田行夫・山田富夫・岡 栄子・鋼 桂子

二河祥子・生熊照子・佐々木セツ手
|

土田行夫住 友 金 属 和 歌 山
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」1、

く> 鉄道 弘済 会 の売 店 で お求 め くだ さ い
祝

第21 全日本実業団バドミントン選手権大会ロ

薩 摩 名 菓

か る か ん 春  駒
さ つ ま の 風 味

御 菓 子 の
イ
:   い

゛́ 0
② 1

。. 鹿児島市下荒田町215

、, TEL③ ―甘::6

物

に

名

産

ま

´

＾

つ
　
　
‥

さ

御

小 倉 屋 の
ι

春 Jり  を

鹿 児 島 市 薬 師町 216 TEL ③-5203

薩 摩 の 心  太 陽 の 味
高 級 ス ナ ック菓 子

銘  菓

=り
まどリ

鹿児島市高見馬場 TEL ②-4111

お み や げ  は  安 心 し て 買 え る

二 Л 堂



人 間社 会 の

動 脈 と神 経 をつ くる

大 日 日 本 電 線

本   社 :大 阪 市 北 区 梅 田 7-3梅 田 ピ ル   大 阪 06-313-1261(大 代表)

事   業   場

東京事務所 :東京都千代田区丸ノ内3-4新 国 際 ビル   東 京 03-216-155:(大 代表)

九州 支店 :福 岡市天神 2丁目13-7福 岡長銀 ピル  福 岡 0"-76-7481(代 表)

名古屋支店 :名古屋市中村区堀内町4-1毎日名古屋会館   名古屋
052-541-3306～ 8
581-6506ヽ 8

仙台営業所 :仙 台 市 名 掛 丁 91 第 一 ビ ル   仙 台 m22-25-5741(代 表)

贅 島 工場 :和 歌 山 県 有 田 市 箕 島 663  箕 島 07378-4151(代 表)

尼崎 工場 :尼 崎 市 東 向 島 西 之 町 8  大 阪 06-411-1551(代 表)

伊 丹 工場 :伊 丹 市 池 尻 字 員 築 1-1  伊 丹 0727-72-8181(代 表)

川 崎 工場 :川  崎 市  日 進 町  : 2  り11 崎 0“ -22-■71(代 表)

札幌営業所 :札 幌 市 北 二 条 西 4-1北 海道ピノレ   オL 幌 0122-24-3663(代 表)

熊 谷 工場 :熊 谷 市 大 字 新 堀 字 北 原 1008  熊 谷 0485-32-2311(代 表)
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鹿児島南高年学校 体 育 館
(バ トミントン)
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西鹿児鳥駅

1:伊敷

至指宿

至谷山

至熊本

鴨池動物 |」

ヽ

′

一ヽ

,11館

館

県庁

鹿児島,t

南
川
神
社

郡元

‐人
汁郎

「

~｀

0児島空港
0
鹿

清
水
田「

′
~¬

西桜島7r'., -;f - l-r

伊

作

街

道

下 lⅢf山奇

若
永
田

川
谷1カ

′s'′

ll
国道255号線

体育

西り(前
´

交,1),j

たの聖母園

鹿児島県立

南高等学校

1目

:目

至ま旨宿

-40-

i.i tlr or+*r*l{r++}}r f d[,t

r

谷

山
，
こ

‐

■

子

結

|'役所



祝
第21 全日本実業団バ ドミントン選手権大会日

運

キ ン

動 具 用 品 全 般

グ ス ポ ツ

本  店

天文館店

市 来 店

鹿 児 島市 上荒 田町 8番 地

鹿児 島市 東千 石 町8-19

鹿児島県日置郡市来町湊町 111

ス ポ ツ 用 Eコ

ロロ は

専門の オ リ ン ピ ッ ク 運動具店

店
　
店
　
店支田

本
　
支
　
官

西 鹿 児 島 駅 前

高 見馬場 電停前

山 形 屋 前

■
｀EL 0 0004・ 1010

TEL ② 3543
TEL ② 6059

祝 第21回全日本実業団バドミントン選手権大会

。太 陽 国 体 を 成 功 さ せ よ う

■ポスター ■カ タ ロ グ ■バッケーシ ■パンフレット
■チ ラ ン ■装飾用パネル制作 ■店舗改装及び室内装飾

総合デザインセンター /企画 /調査 /製作

かごしま。東千石町 i4
吉 松 ビ ,レ 4F 東 邦 企 画 TEL別判 8

TEL ③ 6777
TEL ② 0860
TEL 5 9
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|   1金森藤平|

熊 本 制第12回 1商  店1島井政雄
|   |(富 山)|

橘 美智子 酒井美智子

体
油

　

♭

1横山

1高
橋

満子 長崎 文子

奉子 伊藤美津子
196 三 条 第13回

国

　

秋

石

　

田

松 山

|

市

|

鉄| 有馬正作
1横井 文
1森  久
1田
島外茂

子
子
子

範
由
合Ｃヨ

武
下
辺

宮
山
渡

子
子
子

舌

|

651北九州
電
　
川

平

香

琴
　
＜

鉄

＞

横井 文子 森 久子
19 151 有馬正作

渡辺百合子 清水 照美
|

市

1第

鉄

，

横井 文子 渡辺百合子
大 阪 lr 有馬正作 水

川
清
細

子
江
範
真

武
本

照美
泰子山

196 71勝 山 市 17ml琴
平電鉄|

: i :=:ll                      l

l(香川)|

有馬正作
子
江
合
真
百辺
本
渡
山

|      |

|1諌 早 市

|

卜
　
美
岡

日下 悦子
岡部ふさ子
櫛毛 ミキ1968 第18回

電電東京

(東京)

富田 豊 井

仲

良

一　
咽
　
一

一　
剃

一　

市

‐

‐

一　

石

一　

釜

一
　

６９

１

１

一
　

１９

卜

自

一
＜

ヨ 夕
車

＞

上野 太田 節子
金子美和子
竹中 令子動 」ヒ田寛

む

香西 章
山

井

本

上 る

真江
り子高 松

琴平

」̈
Ｎ

川 泰子
浦 孝子

(2)

荒木と 奥谷 喬代 荒川とみ子

喬代 荒川とみ子
|

伊藤隆文
1小

林 歌子 荒川とみ子

禾煤|1験季大川
良子

太郎
津 京子 西堀富美子
藤 範子

深津 豊 沢 節子 花井 洋子
畑

役
剛
市
＜

岡

市 役 山上周之 権田 節子 光本 政子

トヨ タ

)

社子小林田

光本

子
子
節
政

井キヌエ 山下 久子

相場清一 木村 政子 横山 満子

中山邦夫 島 洋子 中島 玲子

平電鉄 竹内恭平
横井 文子 森  久子

宮武 範子 山下 由子
(香 川 )

.司

(香川 )

帝国石

(秋田)

役

(香川 )

有馬工作
田島外茂子
森  久子
山下 由子

子

子
文
範
井
武
合子

知愛

卜

自

く

京
　
＞

東

京

電
　
東

電

　

＜

夕
車

，

深

田

田
子
子
子

み
貞
美

と

　

留

木
藤
内

有
金
叶

子
子
恵

文
柳

部
木
木

真
鈴
鈴

内
部
木

叶
岡
鈴

子
子
子

み
悦
治

と木
下
井

一月
日

子

代

子
ヱ
，
ヱ
サ

電電東京1星野

(東京)|

1星

野忠男

留美子
ふさ子
柳子

レ=‐饉|     1高 橋とも子 水野小夜子

:真II「1植

田耕司

1山
上 博子 新田児フミ

田自動
機

辻日 京子 大橋美和子

工藤美佐枝 鈴木 葉子
水井かおり 山下三枝子工

都

自

　

都
也

上原

岡

フ

本宏 子 永井むつみ

●

オーム ;

1952 第 1回

第2回

1954 長 崎 市

1955 第4回

高 岡 市

)

第 8匝

|

1善
通寺市第 9回

`富

山)

,1

一　
田
日

一橘
和
武

(香 ′11)
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過 去
(単 )

子 (複 )

岡崎 恵三

宮
ナ百

明

の 栄 冠 (3)
子

横井 文子
森  久子

横井 文子

13 19

14

15

16 1966

17

196

20 197

15

森  久

横井 文子
森  久子

横山 満子
高橋 奉子
横井 文子
渡辺百合子
上野

混

好 雄

粂田 順子

美

子

明

太 田
野

出

日

(複 )

氏

岡崎 恵三
14

藤 真男

xier

甲  府
市 役 所

_|

19651

196311i舎 文子|
}ヨ タ
自 動 車

甲  府
市 役 所

|~ |~

19641禁宮辱重
夕
車
ヨ
動
卜
自

トヨ タ
自 動 車

小宮
杉政

16 196
野
宮

小官 好雄
上野 明美

卜
去
日

・卜

一
日

夕
車
ヨ
動

ヨ
動

上
小

|

61
明
好
トヨ タ
自 動 車

一イ、

19671

196」

―
|

19691

19701

17

小宮 好雄
上里_塑蓋

村
金子美和子 自 動 車

般 女 子 (単 )

,■

竹中 礼子 ト ヨ タ
司

30才 男 子 (単

好

1  1
数
1年
度

|

ト ヨ タ
自 動 車

13 196

14 宮ヽ1964

15 1965

16 1966

17 1967 秋 山

1968 小島

19 1969 小島

20 1970 小島
ヨ

ラ

ヨ

ラ

ヨ

ラ

ヨ

ラ

ネ

ク

ネ

ヶ

ネ

ク

夕

、
　

ツ

ン
、
　
ツ

ヤ

ツ

マ

ト

マ

ト

マ

ト

夕
車
ヨ
動
卜
自

夕
車
ヨ
動
卜
自

ネヤマ
ケッ }

ト ヨ タ
自 動 車

垣 善

}ヨ タ
自 動 車

明治生命

横  浜
市 役 所

鈴木 健 電電東京

板垣 善憲

宮永 武司

沢田  カ

渡辺 直

夕
車
ヨ
動
卜
自
】

夕
車
ヨ
動
卜

日^

トヨ タ
自 動 車

安沢 武司

所  属

lll 外口¨
沢琴平電鉄 琴平電鉄

曰下

とみ

満

帝国石油

琴平電鉄

琴平電鉄

木と
仲美

18

19
む つ

卜

自

夕
車

夕
車
ヨ
動
１
自

帝国石油

丸紅飯田

ヨト タ

三菱電機
伊  丹 琴平電鉄

本

準  優  勝
ζl所  属

1。

“
1小宮 好雄

l°υ°
1板垣 善憲

1。鋼1小宮 好雄
i°い
1板垣 善憲

1。は1小宮 好雄
l・ Uυ
l板垣 善憲

10“ 1板垣 善憲
[量 |三登_翌堕 |
秋山 真男 ヨネヤマ

年

上
夕
車
ブ

わ
一ヨ
動
百

フ
一卜
自
一ト
車
７

ト

拗
一一
ラヶッ

ヨ タ
卜

自
動 車

16 1

4

5

|19671

1~|

1聖 |

17

18

19691

19701

9

20

13
夕
車
ヨ
動
卜
日^

夕
車
ヨ
動
卜
自

トヨ タ
自 動 車

小島 一平
小宮 好雄
板垣 善憲
長谷川敏彦
安沢 武司
小島 一平

氏  名 所  属

有

健 二

111

野 忠男
木とみ子

粂田 順

太田 子

木 健二
とみ子

夕
車
ヨ
動
―
自

夕
車
ヨ
動
卜
自

子
之

一憲
子

和
博

一善
節

村
野

一垣
田

トヨ タ
自 動 車

電電東京

井二枝子
宮 好雄

高  岡
市 役 所

ト ヨ タ
自 動 車

帝国石油

丸紅飯田

東  邦
レ ー ス

帝石秋田

山 満

久

橋とも子

井かおり

山本真江 琴平電鉄

藤 光枝

々木
フミ

重エ
都

井 文

優
氏  名

|

13 1963 横井 文子

15 1965

井 文子 琴平電鉄
|

19 196 太田 節

20 197

14 1964 横井 文子

196

年度

東  邦
レ ー ス

横井 文子

佐木々フミ

数年度 名 1所  属

高見 広 新潟大学

丸菱商事

古河電工

遠藤 啓治

粟   守

日本鋼管

遠藤 啓治 日本鋼管

1“ 日本鋼管

川
20

18 1968

19 1969

13 1963

14 1964

15

16 196

17 1967

小山 包博 神
県

|1司

十条製紙
伏  木

俊

測 英二

昇

村 俊

井
鉄

夕
車
ョ
動
卜
自

三徳

一

“

―

準   J 1,
所   属氏  名

板垣 善憲

18

準   』

馬 美智子
西井美智子

196(

動 車

卜

自

一

13

―
|

20 1

196616

17

196〔

ヨ



才 子  (

子  (

大  村

40才 男 子
`

uj+r け

′
■

|

葉 重信
|

市 役

本

)

氏

井

日

自 動

本 庄 局

市 役
松
所池上  任

本

良

八郎平

引
――

ヽ

一
一

口
代

州
所
九
役
北
市

住

菊

久 代 脚

住友イ
菊
ヒ学
本

鉄
場
一

コ

一
藤
一

国
後
一

.|. 1■

所  属

日産化学

属

河
フ

}ヨ タ
自 動 車

大日日本
電  線

崎
ケット

夕
車
ヨ
動
卜
自

丸善石油
松  山

崎
井

田

山田 違

飢
■

国
後藤エ

経 次
13 196

14 1964

15

16

17 1967

氏

川

九
役

州

一所
」ヒ
市

北 九 州
市 役 所

荒夕1 司
沢 経次

平
良

`上

内

上

，

々木
井

庁

神 奈
県

18

俊平
宏二

村

渕

治
）還

武

,塁 日本鋼管

国際電電

一人 野

日本鋼管

準  優 ||十

所   属所  属 氏   名

帝石秋田相場 清

三沢

州
所

石

英

浜中  誠
松   山

13 1

14 1

三沢 英 北 九 州市 役 所
15 1

18
大
市 役1968 中島 泰ニ

16 1 三沢

17 1967 越智

20 197 浜中

19

州
所
九
役
北
市

」ヒナL
市 役

藤 八郎 ヒ学
本

学
本

好

住友化学
菊  本

住友イ
菊

住友化|

菊

森協  簿

中島 泰ニ

三沢

15

16

17

ト ヨ タ
自 動 車

州
所
九
役
北
市

夕
車
一

ヨ
動
卜
自
田
所役

日
市

田

元
江

江 田 田
所役

日
市
国

‐８

一
‐９

一
・四

19

越 1学

本

良

々

英

13 196

14 196

数 年度

帝石秋田

1968

19

松

相場 清一
矢作

住友化
菊

沢
本
三
坂

名 古 屋
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(メ    モ )

氏: 名~■ ・ ~~|

賃
　
一　
∝

１９

　

一
　

１９

国際電電

196〔

国際電電

2011%〔
十条製紙
伏末工場

)

1967

1966

‘４
′
ヽ
、冠栄σ〓

ヽ
ョブ過
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列 車 時 刻 表

主要駅着時刻
列  車  名 西 駅 発 行   先

6.30

西 駅
のりば

鹿 駅 発

6.57 鮨 本 3 出水 9.20熊 ホ12.47
園 7.28 枕   崎 ,luts9.m tt$ 9.a95

ス50 宮    崎(博 多01百 ,‐ 小合 14.“3 | urtr.tt*fi t,:ttt B
_|■ 1 8.03 サ ツマ大 ロ 3 ,rlA 9.13 

^Ell.t3特急 な  は t司 大    阪 3 Itl tl3.18 /( Pi 22.36
一
■

一

9. 0

9.08
'11   

内 L生査三聖二望′ll内 10■ 62
94σ 博    多 2 熊本12.54 博多14.35

10.32 3出   水 ′ll内 11.43  出水 13.05
特J耳爾ア 12.25 東    京 1名 古屋5.14東京lo.lo2

____ユlfi tr, IBE ◆12.35 嫌    本 3 i flr.u .zl rE+r6.oe

12.28 12.44
頁
一 13.03

鳥 栖

3
3

枕 崎 加世田14.31機■ 16.12

Sr(ls..r it+ rE.33

i* + 16.al l! t 18.l?明 1号

』LI

13.40
13.44

急行力′ょ璃絡「=国 日にとな ◆14.13
14.30 本

内 2
2

5

川

熊

串木野14.38川 内15.00

出水 17.03  熊本 20.02

1 熊本17.44 博多10.29

14.52 東    京
園

急行 桜  島
サ ツ マ 大 ロ

3

3 ‖1内 16.24 人口18.56
特急

15.コ 5
15.45 菫 大 阪14 博多21.03新大阪6.42

急行Ftt「
~百
,"列 ●
(■にの0麿変更 ) ◆1600 新 薦

|)

大
~

または品‖ 5 博多22.17 新大阪9.44
16.38 出    水 5 サ|1内 17.45  出水 19.08

特急 有明2号 F 1ス 15 円 司 港 5 1● 多21.47門 司港22.54

17.26 サ ツ マ 大 ロ 2 串木野18.17川 内18.35
17.33 17.50 出   水 3 ′|1内 13.57  出水20.28

18.15 熊    本 出水19.55 熊本21.33

18.41 18.50 lll   内 串木野19.43川 内19.59

19.40 新  大 阪
4
4 同口1 8.02"'大 政10.43特急

急行費姦
=ま

20■ 8~2σ
35 大    阪

4
5
伊■院20.45加 せ田21.42

広島 8 .53   大阪14.39

特急きY↓
「

~面
20う 0 京    都 3

●
ｎ
一 21.06 ‖1   内 3 S r<tr2r.5s, 622. ta

大阪 10.54 京都11.35

休日の前日運休 22.30 伊 集 院 5
懸行
~7:Lえτ耳 2300 門 司 港 4

伊集院 22.52

博多 5.44門 司港 7.22
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鹿 児 島 本 線 (発 車 )

ifi r.r,t,rlBB

2

博    多

博    多

大阪 7.53 東京16.08

曰

急行 そてつ2号 日 3

加  世  田



列  車  名 西 駅 発 廃 駅 発 行 先 主要駅着時刻
西 駅
のりば

5.05 3.11 大    分 大分 15.“5 | er a.sr

5.34 5.40 古 松・ 出 水 4 吉松 7.41 大 口 3.06

6.35 6.47 古    松 4 lr',t z.zr aa r.ri
7.25 7.35 南 馨 岡 4 | aln.srargrr.rr

患行 青  島 国 7.53 7.58 広島・円司港
3.15 3.561都   城

5
1

別府14.36 広島2036

“

人 9.39 椰輩11.13

特急■_“ 9.15 9.21 東    京 4
"t'府

1610 東京 9.50

急行呻勇占
=)□
。 934 。 939 2

“

城11.30 盲|112.42

9.52 9.58 ●「城・大ロ 4 ′
1ヽ 林■2.22 郎■ 13.14

特急 にちりん 日 11.451 11.50 3
"'″

f1745 4ヽ 金19.36

11531 1200 東    京 5 大阪 7.s 東京16.03

12101 12.17 宙 嬌 ‐大 ロ 大口 14.234 iurr.zr
12.48 12.541■.“,山

「
4 la.*u.u lnro.re

気.14.00 14.07 ■3 城

急行 南日2号 |= 15■ 4 15201別   府
4

4

1・林 1704

小林 13.21

人 き 13.13

都城 1809

大口 17

itr f r: tt lnl _l」菫豊 1.rr"*f

商 燿 岡
15.49
16.0ア

15.55
16.30)

1541

4 ■■20.12市
`同
22.25

1645 ●    多 4 熊■20“  博多22.31

コア05
急行 えびの3号 国

急行 綺江2号 国

1650
1710 2宮   崎 椰■18.37 宮崎1'.37

17.19 17.32 吉松・口分 3 吉松 19.34 回 分 13.27

18.00 18●6罰
「

石百 吉松2003 □分1858

1846 18.52 鶴種.話) ○急行 大  鵬国
19.00 19.10 門 司 港 5 別府 4.2o 「

'司
澪■ 54

20■ 3 20.39 古    松

21.30 21.381口   分 0
■人21.16 吉松″21

争人22.13 口分22.22

日 豊 本 線 (発 車 )

西 駅 発 南 駅 発 谷 山 駅 発 行 先
昴
］
の

駅

ば 指宿駅着

6.415.23 5.38 枕   崎
休 日 運 休 国 6.13 6.18 喜   入

6.49 山  ,11 7.52
3.11休 日 運 休 国

6.39
7.58
6.44
3.06 キ  l‖ 2

10.089.07
1020 山  ,11 11.21

8.58
10.10

9.02
10.15

急行 薔江1号 国 10401-―一｀ |――――` 1コ 32
11.2o1 11.27 11.32

山  lll 1 1

槍  崎 11 12.38
13.5412.54 _____ヽ 1302

13.30 13.35 13.40 枕 饉 1 2 14.42
15.17 15.24 構   綺 O 16.3215.12

快速 ユ: 15.511543 山  lll ○ 1651
16.22

_____ヽ

16.26 16.31 稜   綺 4 17.5(0)
17.21 17.27 17.32 山  lll 18.33●
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「注」◆印は季節列車 (運転日にご注意下さい)
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狂いのないスマッシュが生れます

世界に精る●―センの技術が何り上げたエレガント
なデザインとシャープなフイーリングがあなたのプ
レイにビッタリ。              ●

グリップ、シャフトに輸入楽材を使用し、バランス、
耐久性はパックン。無類の安定性とゴーセン・ガット
の反溌力が正確なスマッシュをお詢東します。
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